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<セ ミ ナ ー 活動報告>,
セ ミ ナ ー に つ い て
1996年度より, 医学科で新カ リキ ュ ラ ム が施行された. そ の 際, 教養課程の 一 つ の 柱とし て ,
少人数型科目の設置が検討され, 学科目 (一 般教育) 専任教員が担当するセ ミ ナ ー が設けられた｡
少人数の 学生が , 教養教員の指導の もと で , 教員や学生相互 の交わりを通し て , 学生生活に馴染
むとと もに , 討論, 演習, 実験, 実習な ど の形式に よる学習を通 して , 研究 に対する姿勢, 自発
的発表能力を養い , さ ら に学生同士の 討論に より, お互 い を啓発 し合う こ とを目的と し て の こ と
で ある｡
単位化するか どうか に つ い て は種 々議論が あ っ た が, 半期 の 1 コ マ は1単位とする こ ととし,
2 つ の セ ミ ナ ー を受講し て修得した単位をも っ て , 人間文化科学, 生命健康科学, 自然情報科学
い ずれか の 系列の 総合科目の選択必修の 2単位とし て卒業単位に あ て る こ とが で きると した｡ し
かも, 修得した2単位は, 異なる系列の セ ミ ナ ー で 組み合わせる ことが で きるとし, 最大6単位
を3系列の 総合科目の選択科目各2単位に あ て る こ とが できる こととした｡ こ の よう に ジ ョ ー カ ー
的 な色彩を持たせ たせ いか , 学生 に は好評で あり, しか も, 積極的に取り組む姿勢がみ られ ると
の各 セ ミ ナ ー 担当者の 話し で ある｡ (盛永 審一 郎)
<人間文化科学>
セ ナ - 雑 感
阿原 稔 (法学)
テ ー マ :｢ 憲法判例に見る過去 ･ 現在 ･ 未来｣
先日, あ る雑誌の ある対談を読んで い て心 に残る発言に 出会 っ た ｡ それ は, 日本人が ｢学問｣
とい う と, ｢学ぶ｣ と い うイ メ ー ジ し かな い ｡ こ の 言葉が , ｢学 ぶ｣ と ｢問う｣ と いう 二文字か ら
で きて い る こ とを忘れ て い る｡ ｢問う｣ に は ｢答え る｣ が つ きもの で , 人間同士の や りとり, お
互 い の 体温の伴 っ た言葉が伝わ っ て こ そ学問な の だと｡
とすれ ば, 大勢 の学生 に, 限 られ た時間で , 少 しで も多くの 知識と情報を, と もかく伝えよう
とするわ が日 々 の営み, こ れ はか なり ｢学問｣ と は距離が ある｡
学生が自ら ｢学び｣, 教員と学生, 学生同士で ｢向かい合い｣, 読めばわか ると いう独善を排し,
時 に は ｢万巻の書を読む より 一 言｣ を思い しる｡ こ れ こ そが セ ミ ナ ー の 理想 で あろうか｡
戟後 の重大事件な ど に つ い て , ｢問 ･ 答｣ (?) を行なえ ば, 学生 の鋭さと無Bg,山 こ驚くばかり｡
他方, こ な れ て い な い書物の 冷た い言葉で はなく, 温もりの ある噛み砕い た言葉で , は た して ,
問 い答えようと した の だ ろうかと , 昨今, 自省する こ としきり で ある｡
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夢見る経験機械
盛永 審 一 郎 (哲学)
テ ー マ :｢未来世界の倫理｣ (96年度), ｢バ イ オ エ シ ッ ク ス 入門｣ (97年度)
1996年度は, ジ ョ ナ サ ン ･ グ ラ バ - の 『未来世界の倫理-- -遺伝子工学とブ レ イ ン ･ コ ン ト ロ ー
ル』(産業図書) を, 4 名の学生と読ん だ｡ 各自, 分担を決め, そ の 箇所を発表 して も ら い , 討
論すると い う形式をと っ た｡ 遺伝子操作 に よ っ て 人間を改造する ことば許されるか , ガ ラ ス 張り
の自由社会は ユ ー ト ピ ア か , 副作用の な い ス ー パ ー ド ラ ッ グ は利用し て よ い か , 夢見る経験機械
の倫理 的正当性, な ど の , 現代技術が提示する思考実験をわれわれはともに思考した｡ 議論が交
わされた 一 つ の 例を挙げると, ガ ラ ス 張り の社会はプ ラ イ バ シ - を侵害する こと に なるから受け
入れな い とするも の で あ っ た｡ と い う の は, そ う なると セ ミ ナ ー に で て い て も, 私 の意識は自由
だとする こ とすら出来なくなるか らで あ る ｡ ま た, こ の セ ミ ナ ー も 夢見る経験機械に お い て置き
換える こ とが で きるかが議論され た｡
1997年度前期 は, ｢バ イ オ エ シ ッ ク ス 入門｣ とし て , 11名 の学生を ｢妊娠中絶｣, ｢生殖技術｣,
｢安楽死 ･ 尊厳死｣, ｢脳死 ･ 臓器移植｣, ｢動物の 権利｣, ｢世代間倫理｣, ｢遺伝子治療｣, ｢ヒ ト ゲ
ノ ム 解析｣ の テ ー マ に割り振り , そ れぞれ発表 して もら い , 全員 で討議すると い う形をと っ た｡
毎回, 各自発表の プリ ン ト を用意し, デ ィ ベ ー ト に 興じた ｡ 問題が , 問題だけ に , 激 しく聞い あ
うと い う場面もあり, 講義とはまた異なる面白さを感じた ｡
文学ゼ ミ ナ ー ル
大屋 光史 (日本語 ･ 日本事情)
テ ー マ : ｢文学 セ ミ ナ ー ｣
昨年は俳句づ くりだ っ た が, 今年度は , 自由に 自分の好きな作家, 本 の発表会, 意見交換会と
い う こ と に したら, か え っ て 各人の 俳句, 短歌, と き に は詩 の 創作発表, 感想会とな っ て し ま っ
た｡
強制せず, 自由に すると, む しろ学生に は創作意欲が湧くもの らしい ｡ 結構た の しみ, 意見交
換も活発で ある｡ 学生 の生活や実態も見え て私に と っ て も と て も愉快だ っ た｡
時間 に余裕が ある場合 は, 私 の方 で プリ ン ト した詩や排句, 短歌を与え , 内容を検討, 軽 い研
究の 会と した｡ 著名人, 若者 の作品の 中か ら彼らが 一 歩 で も前進 し, 将来の 創作活動, 文学 へ の
希望の 芽に な っ て く れればと の期待感が あ る ｡
出席の 学生 ( 医学部)に は意外と文学的 セ ン ス も あり, 楽 しみ で ある｡ 患者 の心 を知 る上で も
自己 の 生を見 つ め る上 で も そ れぞれ に詩 の世界が広が っ て は しい ｡
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ラ テ ン語 と と もに 8年
高畠 純夫 (歴史学)
テ ー マ :｢ラ テ ン語 Ⅰ ･ Ⅱ｣
人文科学 セ ミ ナ ー と して ! ラ テ ン 語をや っ て き た｡ こ れ は, 薬学部, 看護学科の ｢ラ テ ン語 Ⅰ,
Ⅱ｣ と の合同授業で ある｡ も ともと は医学科に も ｢ラ テ ン語｣ と称する授業が あ っ た の だが , 数
年前の カ リ キ ュ ラ ム 改変 で セ ミ ナ ー の 中 に入る こと に な っ た の で あ る｡ そ れだか ら, 私 は赴任後
の90年後学期以来ず っ と ラ テ ン後を教え て お り, そ の や り方 もず っ と変わ ら な い ｡ 田中利光著
『ラ テ ン語初歩』(岩波書店)を毎回2課ず つ や っ て行くの で ある｡ 具体的に は , や っ て き た2課
分の 和訳と作文の答えを検討し, 最後 に次の 2課 に つ い て解説 して 終わる , と い う の がやり方で
ある ｡
ラ テ ン語を通じ て制度的改革の与える影響を見て きた こと に なるが, 以前と以後と で何が変わ
り, 何が変わ らなか っ た か, そ れ を見定める こと は なか なか難し い ｡ 学生 の 気質の変化は制度的
変革と別 に起き得る ことだし, こ ち ら の年齢そ の 他 の変化が彼らを見る目を変え て い る可能性も
大い に ある ｡ それ を承知で あえ て 一 言言えば, ｢か っ て の学生の 方がお もしろか っ た, 単位を考





マ : ｢中級英語 Ⅰ ･ Ⅱ｣
96年前期1年次 ｢時事英語の講読｣: The Daily Yo miu riに掲載される T he W a shingto n Po st
他英米紙 の論説を読ん だ｡ 選 ん だ文章がすこ し難しすぎたが, と に かく我慢して や っ て もら っ た｡
97年前期1年次 ｢ 中級英語1｣: " The End of Natu r6" と い う エ コ ロ ジ ー 問題 を扱 っ た論説文
がテ キ ス ト に な っ て い るも の を読ん だ｡ と こ ろが読ん で みると超A級の 凝りまく っ た文体で , 履
修者に は気の毒な ことをしたと思う｡
97年前期2年次 ｢中級英語 2｣: 各自で読む もの を決め て任意の分量を読む こと に した ｡ 何を
読む べ きか がわからな い , と い う人が多い の は意外だ っ た｡ そ れぞれ に別 の こ とをや っ た の で出
席者は自分の ことが済めば帰 っ て よ い こ と に したが, こ の点 で 楽をさ せすぎる結果に な っ た ｡ よ
く勉強した人は3人で ある｡
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フ ラ ン ス語 ゼ ミ
浜西 ･和子 (英語)
テ ー マ :｢フ ン ス語｣
一 年次 に フ ラ ン ス 語を履修した学生で , その ま ま継続希望者6人を対象に急き ょ開講した｡ 残
念なが ら 一 年次 で フ ラ ン ス 語 の授業は終了して い る の で , ゼ ミ形式で始 める事に な っ た｡ 基礎文
法を 一 通 り理解 して い るも の と設定し, テ キ ス ト `1e francais etla vie
'
を使用 し, 特 に音声に
慣れる事と話す訓練を重点的に し, 文法の 復習と動詞の活用な ども確認 しなが ら進めた｡
講義項目
1) 語嚢, イ デ オ ム の修得と使い方の 訓練
2) 基本文型の暗記と パ タ ー ン , プ ラ ク テ ィ ス , 例 えば人称を変えたり, 動詞 の活用が反射的
に言え るよう にする｡
3) 聞き取り能力の育成, ビ デ オや テ ー プ を使用し, 実際 の音声やリ エ ゾ ン に慣れる事と, ま
た映像を見なが ら c o m m u nic ativ e situ ation sも理解する事と, 同時 に , フ ラ ン ス 人 の 生
活や文化や , 思想を知る意味で学生に と っ て は, 興味と動機を与え る撃とする｡
4) 各章の dialoguesを暗記し, ロ ー ル ･ プ レ イ をしなが ら, 実際 に フ ラ ン ス語を話す状況設
定の 中で練習する｡
こ の様な目標を立て て ス タ ー ト し たが, 学生達の 実験が長びい て , 開始時間が遅れたり, 前期
だけ の短 い 期間だ けだ っ た の で , な か なか予定した とお りは進めなか っ た が , 今後学生達が自主
的に学ぶ 一 つ の ベ ー ス に な っ た の なら, 幸 い で ある ｡
方法 と して の 音読 と速読
一 外国語運用能力の 獲得をめざして 一
名執 基樹 (ドイ ツ語)
テ ー マ :｢中級 ドイ ツ 語 Ⅰ ･ II｣
外国語を教えると は, 単 に 文法や語嚢を覚えさせる こと で はなく, そ の言葉で の コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン 能力を身に つ けさせる こと で あ る｡ 一 見外国語を っ か っ て い るよう に見え て も実は頭の中
で の 意味処理 は母国語が中心とな っ て い ると い う ことがよくある｡ 問題は, い か に こ う した母国
語の介在を押さえ, 外国語で の意味処理の 度合い を多くさせるか で ある｡ そ こ で今回の セ ミ ナ ー
は, 音読と速読を中心に授業を組み立て て み た｡ 音読を課すこと で , 文中 の意味の まとまりを文
章の ながれ をそ の まま追い っ つ 即座に判断するよう練習するとともに , 語嚢や外国語の リ ズ ム に
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も慣れさせ ようとした｡ ま た, 文の 内容把握をチ ェ ッ クする際に は, 完成した訳を答え るよりも
順番 はば らば ら で もい い か ら意味の つ なが りをと に かく追い , そして なる べ く即座 に問に答える
ことを要求した｡ 授業はあらか じめ用意して お い た テ キ ス ト と語嚢集をもとに , 時 に重要な単語
や表現をその 場で暗記させながら行 っ た｡ 音読 に関 して は何度も読ん で ゆくうち に充分 な進歩が
見られた｡ た だ, 学生 の語重力を補 い っ つ の 授業で あるため, 練習が間延びして しまう ことも多々
あり, ど の程度 ｢ドイ ツ 語 で｣ 意味を追 っ て い る の か充分に コ ン ト ロ ー ル し きれ なか っ た と い う
悔 い もある｡ 語嚢集の 使い方や課題の組み立て など反省 し, 来期の 授業の 工夫に生か した い ｡
<生命健康科学>
人 間 .に 興 味 を
福田 正治 (行動科学)
テ ー マ : ｢脳と行動｣
本セ ミ ナ ー の 目的は少人数の学生が教官と身近に接 し講義で は得られな い大学で の 学問等を学
ぶ こと で あ ると考えられ て い る. 医学を求め て入学 して き た学生に対し て人間のJL,と行動の関連
に つ い て 関心を持 っ て もらうよう テ ー マ を ｢脳と行動｣ の 実習に決めた｡ 具体的に は
平成8年度 : 各種行動 ( 喫煙, 飲酒, 健康飲料水摂取 , 運動) に おける生体の変化 (心拍数,
血圧 , 体温, 呼吸, 血流) 5名
平成9年度 : (1) 自律訓練法に よる生体の経時変化 6名
(2) 情動行動時の 生体変化 5名
の実習課題を設定し, 生体 の諸変化を測定しなが ら行動の諸問題および生体の働 きを理解 し, 医
学や人間 へ の関JL､の モ チ ベ ー シ ョ ン を高めるよう努め た｡
4-5人の グ ル ー プ ワ ー ク を基本とし, テ ー マ の 掲示後, 関連事項を図書館等で調査勉強させ,
議論 して か ら実習を実施 した ｡
医学科1年生は専門教育を受けて い な い ため ｢脳と行動｣ の テ ー マ に 対 して 理解困難な部分も
あるよう に みうけられるが , な るだけ関JLの ある テ ー マ を選び学生の 学問 へ の モ チ ベ ー シ ョ ン を
高め て いきた い と考え て い る｡
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神 経 路 の で き 方
尾崎 宏基 (生物学)
テ ー マ :｢神経科学｣
こ の セ ミ ナ ー に は11名の 学生が参加し, 中枢神経系に おける精微な回路網が ど の よう に し て つ
く られる の か, そ して , 回路網の 形成過程で発生異常が起 こ っ た場合に神経線維はど の ような対
応をするの かな ど, 現在の 神経科学が抱えて い る い く つ か の テ ー マ に つ い て , 論文輪読形式およ
び課題発表形式で 授業を行 っ た｡
輪読方式の 授業で は, 神経科学の基本概念を修得し英語論文の 表現方法に慣れるため に , 投射
路の 確立に重要な役割を果たし て い る パ イ オ ニ ア ニ ュ ー ロ ン に 関する いく つ か の古典的な論文を
取り上げ, そ の 内容を吟味した｡ 発表形式の授業で は, 学生の 総括 ･ 発表能力を高めるため に ,
軸索誘導機構や老化関連遺伝子など の 課題 に つ い て , 文献探索で得た知識をもと に各自の考えを
提示させ , 全員 で討論した｡ ま た, マ ウ ス 胎児を用いた ト レ ー サ ー 実験を実施し, 発生中の 神経
線維が伸びて ゆく様子を実際に観察 した ｡
遺伝子 の 基礎知識 の 癖養 を目指 して
菅野 延彦 (生物学)
テ ー マ : ｢D N A操作｣
15回90分間の 講義で は カ バ ー し き れな い真核生物の 遺伝子の 基礎知識とそ の操作を理解させる
ことが こ の セ ミ ナ ー の 目的 で ある｡ セ ミ ナ ー の 進め方は, Strayer 著, 第 4版 ｢Bio che mistry｣
の Explo ring ge n e sの 項の 原著英文を輪番形式で 読ま せ た後, 研究現場で の具体性を示しながら,
学生が納得 ･ 理解するま で 詳細な補足解説を行う｡ そ して 最後に , 土曜日から日曜日 に か けて ,
当研究室にお い て 遺伝子工学に必要とされる基礎的実験技術の 1例を指導体得させる｡ こ の よう
な進め方に よ っ て 結論され た こ とは, 学生諸君の語学力は低く, 将来 の彼ら の は と ん どに対し て
国際性な ど望めそうもな いが , 基礎実験に つ い て はかなり積極的な姿勢が みられる｡ 従 っ て , 今
後は こ の ような実験指導をさ ら に工夫 ･ 改善し, 医学生に と っ て 細胞生物学, 分子生物学を学ぶ
ことが い か に重要で あるかを認識させ た い ｡
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潜在的運動能力を探 る
小野寺 孝 一 (保健体育)
テ ー マ :｢潜在的運動能力を探る｣
ス ポ ー ツ に お ける競技成績 (Perfo r m a n c e) は各自の持 っ エ ネ ル ギ ー を技術を介し て い か に 効
果的に発揮するか に よ っ て決まる｡ 技術水準は競技成績に 直結する ｡ 技術練習が不足 して 技術水
準が低い場合有酸素的および無酸素的 エ ネ ル ギ ー の 出力能力が高くて も競技成績に むすび っ か な
い場合が ある｡ こ の セ ミ ナ ー で は受講者の 技術要素を除く エ ネ ル ギ ー 出力 の能力 - 潜在的運動
能力 ー を測定し, ど の ような競技に 向い て い るか , ど の ような技術練習が成績の改善に 効果的
かを探る こと を テ ー マ に し た｡
測定項目は酸素運搬能を調 べ るため に , 最大酸素摂取量, 超音波法に よる左心室容量お よび左
室壁厚, 筋の 出力特性を調 べ るため に , 上肢およ び下肢の筋 パ ワ ー の 測定を行 っ た｡ 神経- 筋磯
-能の 測定と して 反応時間を, さ ら に身体組成の 測定と し て , 除脂肪体重, 体脂肪量を計測 した｡
受講者白身に よる測定, 結果 の分析を通し て , 受講者が自ら の身体的特性を把握し, 競技特性
が理解で きたと の 最終 レ ポ ー トが提出され て い るo
< 自然情報科学>
自然情報科学セ ミ ナ ー 概要
南部 徳盛 (数学)
テ ー マ :｢複素解析 へ の ア プ ロ ー チ｣ (96年度後期)
受講生 は登録者は4名で , 全員最後まで受講した｡ 使用 テ キ ス ト は ｢複素解析- の ア ペ ロ ー チ｣
(山本稔, 坂田定久著, 裳華房)｡ セ ミ ナ ー 形式 は担当を順番に割り当て , 各自の 担当する部分を
調 べ て き て それを説明する こととした｡ 聞く立場 に ある学生は担当の説明の 学生に よく質問して
い た｡ 使用テ キ ス ト は初版で もあり, あ ち こ ち に誤りが あり, そ れを見 っ けて 不平を言い っ つ も
また喜ん で読 ん で い た｡ 高校 で は実数上で の実数値関数の事柄を学ん で き て い るが , 複素数の世
界で数を考え , 複素数の関数を考えると い う未知の 事に積極的に取り組む姿勢が受講生全員か ら
汲み取 られた ｡ テ キ ス ト全部は読破出来なか っ た｡ 複素積分に入り, コ - シ ー の 積分定理 ま で達
したと ころ で 終わ っ た｡ 自主 ゼ ミ で テ キ ス ト の 未読部分を続けて読もうと 言う意見が で なか っ た
点 で , 寂 しさを感じた｡
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テ ー マ :｢カ オ ス入門｣ (97年度前期)
受講生は登録者 は2名で , 2人は最後まで 受講した｡ 最後 に 2人は セ ミ ナ ー 報告書をまとめた｡
使用 テ キ ス ト は ｢カ オ ス の フ ラク タ ル｣ (山口 昌哉著, 講談社)｡ セ ミ ナ ー 形式 は担当を順番に 決
め て , 各自 の担当する部分を調 べ て き て それを説明する こ ととした｡ テ キ ス ト で 取り扱われ て い
る例 に対し て , コ ン ピ ュ ー タ ー に よ り, 計算 ソ フ ト M icro s oftExcelを用い て計算 し, そ の 計算
結果を グ ラ フ で表示 し, テ キ ス ト の 内容を確認 した｡ 特 に , ロ ジ ス テ ィ ッ ク式 Ⅹn . 1= axn (1- Xn)
(n =1,2, . . .) の数列(Ⅹ｡) の 振る舞い に つ い て詳細 に調 べ た｡ 定数 a が0< a≦3 の 場合と3<a≦4 の
場合に応じ て検証 して みた . 3<a≦4 の場合に は a の critic alv alue ac が存在し て , 3< a≦1+(6
の 場合, 1+(6< a<ac の 場合, ac< a≦4 の場合 にお けるそれぞれ の数列(Ⅹn) の軌道を調 べ た｡ 特
に a｡<a ≦4 の場合に お ける軌道の グ ラ フ に は興味の ある図が得られた｡ 他方, 別 の 話題 ｢ス ト レ
ン ジ ア ト ラ クタ ー 等｣ を計算機で追跡する時間がなか っ た ｡
抽象と具象の 狭間で
笹野 - 洋 (数学)
テ ー マ :｢グ ラ フ 理論入門｣ (96年度), ｢群論入門｣(97年度)
論理的か っ 撒密な考察力を育む ことと, 論 理と実態とが結 び っ い て い くと い う数学の醍醐味を
味わう こ とを目標と し, 教科書を指定して輪読した｡ 代数学 ･ 解析学の基礎を仮定で きれば, よ
り動的で興味ある分野を指定するこ とも で きる の だが, 高校 の 解析の知識をすら仮定で きな い と
い う状況で は, 上記 の ような テ ー マ く ら い しか扱えなか っ た の が残念で ある｡
教科書の 適当な範囲毎に担当者を決め , 担当者が黒板を用い て解説すると い う スタイ ル で , 約
2 - 3時間の セ ミ ナ ー を週 に 1回ず っ 半年間にわ た っ て行 っ た｡ 他人 にき ちんと解説すると いう
経験が初めて の 者も多く, 最初 の 頃は戸惑い も目立 っ たが , 最後 に はまあまあ の 解説が出来るよ
う に な っ た よう で ある｡
学生 の解説に は理論的にま だま だ詰めが甘い と思われる箇所も多か っ た が, そ れ らを常 に指摘
し続けた結果, 少し は数学の 片鱗と呼 べ るもの に触れ て貰えた の で はな い かと思う｡ 一 人 の学生
の ｢オ レ , 今 ま で , こ ん な に勉強した ことなか っ た っ ス よ ぉ｣ と い う言葉が印象深い ｡
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｢新薬開発 と臨床試験｣ で デ ィ ス カ ッ シ ョ ン
折笠 秀樹 (統計･ 情報科学)
テ ー マ :｢新薬開発と臨床試験｣
医学科1年生を対象とし て ､ 表題 の ような セ ミ ナ ー を 2年実施して きた｡ 毎年10名前後の参加
希望者がい て 関JL､を呼ん で い るよう で ある｡ 木曜日 の 16時か ら2時間く ら い実施し て き た. 全部
で約10回の セ ミ ナ ー と した . 表題が表題ゆえ に薬学部か らの 希望者もあるが､ 単位認定で きな い
の は残念なと ころ で ある ｡
医療 の進歩に欠かすこと の で きな い の が新薬の開発で ある ｡ 夢 の新薬が登場するま で に は多く
の ス テ ッ プ が踏まれるが､ と りわ け臨床試験が近年 一 般人 にも知られるよう に な っ て きた｡ ま た､
国際調和会議なるもの が定期的に開催され て おり､ 臨床試験 に関する決め ごとが全世界的に整備
され つ つ あ る｡ 将来薬物療法を毎日の よう に実施する医師の 卵にと っ て ､ こ う した新薬登場の裏
舞台を知 っ て おく ことば損はな い と思う ｡
セ ミ ナ ー は文字通り デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を中心に し て い る｡ ま た ､ イ ン フ ォ ー マ ル な雰囲気を大
切に行 っ て き た. も ちろん､ 臨床試験の 概要に つ い て は 一 通 り の 知識を提供した っ もり で あ る｡
さ ら に ､ ビ デ オ (臨床試験の舞台裏､ 森鴎外の 敗北) など考えさせ られ る題材を取り上げ､ 視覚
的に も印象づ ける方策も取り入れて きた｡ イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト に つ い て は､ ロ ー ル プ レ イ
を取り入れ て 参加型の セ ミ ナ ー を 目指して き た｡ 文書同意な ど患者サ イ ド の権利 へ も デ ィ ス カ ッ
シ ョ ン を深め て きた｡ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 内容 に つ い て は表1 に詳細を示した｡
成績評価は､ 授業 で の 印象､ 議論 へ の 参加度､ 発言内容を中JL､に ､ か な り主観的に評価を して
きた｡ 但し､ 評価 へ 不満を持 っ者 へ の フ ィ ー ド バ ッ ク もきちんと行 っ て き た っ もり で ある｡
表1 デ ィ ス カ ッ シ ョ ン内容に つ い て
1 . 実験と観察
2 . 科学と倫理
3. コ ン ト ロ ー ル の 選択
4 . イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト
5 . 患者 の メ リ ッ ト を考え る
6 . 治験審査委員会(IRB)の役割
7 . 被験者の リ ク ル ー ト方策を考え る
8 . 患者登録割付 けセ ン タ ー の 見学
9 . チ ー ム ワ ー ク の 必要性
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テ ー マ :｢簡単な ラ ジ オとそ の物理｣
自然科学の 勉強は机の上で教科書か ら学 ぶ ことが多いが , 本当は, も っ と い ろ い ろな実験を し
て , 現象を確か めなが ら勉強を進めると , 分かりやすい し興味も湧くもの で ある. 大学生の 勉学
意欲が問題にされ るが , 勉学 へ の積極的な姿勢は, 本来, そ の ような体験や学習の積み重ね によ っ
て育 っ好奇JL､や興味に裏付けされ て , 培われ るも の で あろう｡ こ の セ ミ ナ - は, 簡単なA Mラ ジ
オを テ ー マ と し て , 基礎的理論の ほか , 実験, 作業を豊富に取り入れて , 紙の 上の , 暗記中心の
受験勉強で身に染み付い た体質を改善し, 勉学 へ の積極的な姿勢や発表能力を養う こ とをめざす
新 しい試み で ある｡
【概要】 A Mラ ジ オ の物理的基礎の学習 (調査と発表を含む), ラ ジ オ の設計と製作 , 主要部
/
の は たらき の実験的確認｡
【基礎的学習事項】 音波と音の 3要素, 楽音, 聴覚, フ ー リ エ の 定理 , 音波 の検出と発生 (電
気音響変換器), 電磁波の性質と利用, 電波 の送信と受信, 搬送波の変調 (A M とF M), L C共
振回路, ダイ オ ー ドの はた らき (復調), C Rフ ィ ル タ ー 回路, ト ラ ン ジ ス タ増幅器｡
【実験と測定】 L C共振回路の周波数特性, ゲ ル マ ニ ウ ム ダイオ ー ドの V-I特性, フ ィ ル タ ー
の 周波数特性の測定｡ [補助的実験と して , 音叉, ア ル ミ棒を伝わる縦波, セ ラ ミ ッ ク電子ブザ ー
(圧電効果), 偏光板等を利用]
【まとめ】 (1)A Mラ ジ オ の物理 は高校物理の 延長線上の課題とし て適切で , 実験 の お もしろ
さ を味わわせ る ことが で き る｡ (2) 物理学の 講義 は, 一 般 に , 逐次体系的に学ぶ よう に すす め ら
れ る の に対し, こ の セ ミ ナ ー で は, 音波, 電磁波, エ レ ク ト ロ ニ ク ス 等の 多岐にわ たる事項を扱
い , そ れ らを総合的に実験を通して理解させ る のが特長｡ (3) 実験器機の使用, コ イ ル を巻 い た
り はん だ づ け の手作業な ど, 実験技術の ト レ ー ニ ン グ に なる｡ (4) 学生相互 の討論に つ い て は,
論 理的な議論に よ っ て答 に 到達する こと を期待するが , 発言が遠慮がち で 苦手｡ こ の ような機会
を も っ と多く与える必要がある｡
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量 子力学入 門
広上 俊 一 ( 化学)
テ ー マ :｢量子力学入門 Ⅰ ･ II｣ (1996年度後期と1997年度前期)
水素分子は H2 で H3 や H4 分子を っ くらな い の は何故か? また, 原子 の状態で は炭素原子は2
価で あるが分子を形成すると4価に なり, 1個の 炭素原子は水素と結合して 4面体構造の メ タ ン
に なる の は何故か ?, な ど化学結合と分子構造の 本質に関心を持 っ 医学部医学科1年次および2
年次の 学生8 - 12人を対象に量子力学や量子化学の 入門書を輪講 して い る｡ こ の セ ミ ナ ー で は量
子力学の 全理論体系を理解する こと に重点をおくこ となく, 関連分野 (統計, 確率, 力学, 微積
分, 微分方程式の 解法等) の基礎的な考え方, 方法を理解する ことも目的の 1 つ で ある｡ さ らに ,
自 ら勉強した内容をまとめ発表で きる能力を身に つ ける こ とをも意図して い る｡ ま た , 量子力学
が対象とする原子お よび分子の世界は, 我 々 が経験する世界と著しく異な っ た論理 で 支配され て
い る こ とを感覚的に で も理解で きれ ばと期待して い る｡
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